
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自治区制度の見直しについて  

 浜田那賀方式自治区制度のこれまでの経緯を下表に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症が世界中に拡散し、浜田市では今のところ感染者は出てい

ませんが、市民生活や経済活動に大きな影響が出ています。浜田市議会では、市に対し

て感染者を出さない予防措置や、浜田市独自の経済支援及び予算措置を、スピード感を

もって講ずることを申し入れ、5月には臨時会議を開き、学生支援、ひとり親家庭支援、

医療体制支援、中小企業支援、観光業支援等が盛り込まれた補正予算案を審議しました。 

 ６月定例会議でも、市の独自支援のコロナ対策事業として、保育所等への感染拡大防止対策支援、事業者

への事業継続支援、プレミアム付き飲食・宿泊応援チケット発行事業、Welcome 浜田商品券発行事業など

を含む補正予算の提案を受け、審議のうえ全会一致で可決しました。また、第２弾として５億円規模の支援

策が示されており、7 月に予定されてる臨時会議及び 9 月定例会議で審議され、順次実施されます。 

 コロナというこれまでに経験の無い非常事態に対して、市の執行部と市議会が情報を共有しながら、市民

を感染から守り市民生活、事業活動を安心して継続できるように、スピード感を持って対応しています。 

 

地域協議会の後押しを受けて、支所長が市長に
意見を届けることができる。また、市長が地域
協議会へ出席することも検討している。 

答 

浜 田 市 議 会 議 員 

西 川 し ん ご の 

市 議 会 レ ポ ー ト 市民の風 発行日：2020年 7月 26日 
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新制度では自治区長の役割を支所長が担うこ
とになるが、『市長に直接意見が言える立場』
に支所長がなり得るのか。 

問 

 

 

 

個 人 一 般 質 問 

 動画はこちらでご覧になれます 
 

 

 

新たな制度に対しての住民の不安は当然であ
るが、住民の不安払拭のために、新制度移行後
の仕組みについて丁寧に説明していく。 

答 
協働のまちづくり推進条例の制定と公民館の
コミセン化による新制度で、自治区制度の廃
止による住民の不安を払拭できるのか。 

問 

新制度で団体自治から住民自治へウエイトは
移るが、どちらの仕組でも住民の声を大切にす
るという視点は重要である。 

答 
現行の自治区制度に代わる新制度で、住民の
声を市政に届ける行政の仕組を示さなけれ
ば、住民の不安は払拭されないのでは。 

問 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【議員定数等に関する市民アンケートを実施しました！】 

 浜田市議会では、来年の 10 月に行われる次期一般選挙に向けて、議員定数のあり方につい

て検討を進めています。この度、市民のみなさんのご意見を参考にするために市民アンケート

を実施し、886件のご回答をいただきました。 

 アンケートの結果、現在 24 人の浜田市議会の定数について、87%の方が減らすのが適当と

ご回答いただき、適当な議員定数としては 18人が最も多く、続いて 20人、16人というご回

答を多くいただきました。 

 アンケートにご協力いただき、また貴重なご意見をお寄せいただき誠にありがとうございま

した。市議会に対する厳しいご意見もたくさんいただきましたが、真摯に受 

け止めて議会改革に努めてまいります。今回の結果を参考にさせていただき、 

議会として今後の浜田市に必要な議会の機能と定数について議論し、次期選 

挙に向けた方針を打ち出してまいります。なお、アンケート調査結果の詳細 

については、市議会のホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 

URL：http://shingo-nishikawa.com ／ e-mail：office@shingo-nishikawa.com 

今回の議会の議案や委員会での報告事項の中で、みなさんの生活
に特にかかわる内容や、市議会の活動についてお知らせします。 市議会トピックス 

 

 

 
去る 4月 5日に城山公園の浜

田城資料館横で開催された、

殿町商店街主催の桜祭で一席

演らせていただきました。コ

ロナ対策を講じてのイベント

になりました。 

 

 

 

 

   

オープニングアトラクション 記念式典 浜田城資料館 驛鈴モニュメント 

①【病児・病後保育室整備事業／休日診療所整備事業】 
 病児・病後児保育については、現在、病後児保育のみ市役所本庁舎地階で実施しており、病児

保育は平成 29 年 9 月から休止中で、子育て世代からは早期の事業再開が望まれていました。ま

た、休日診療所も現在は市役所本庁舎地階で実施していますが、診療所の利用者と他の市役所利

用者との接触もあり、感染症拡大防止の観点からも構造上適していませんでした。 

 今回の議会に、総事業費 1 億 5,784 万円となる、病児・病後児保育室の整備と休日診療所の専

用施設としての整備が提案されました。これにより、保護者の子育てと 

就労の両立の支援と、地域住民が安心して利用しやすい医療体制の 

構築につながります。 

○施設の概要 

 ・整備予定地：浜田市田町（エディオン横） 

 ・構   造：木造平屋建（198m2） 

○整備スケジュール 

 ・令和 2 年度：実施設計 ・令和 3 年度：建設工事 

 ・令和 3 年度冬：供用開始 

 

日々の議員活動を

LINE で報告してい

ます。右の QR コー

ドでぜひご登録を！ 

 

 


